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市内全域に避難情報をメール配信
　１月 25 日㈯６時 30 分～ 12 時 10 分、京都府と舞鶴市、福知山市、綾部市が共催で「京都府原子力
総合防災訓練」を実施。皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　訓練に関するお問い合わせは、危機管理・防災課（☎ 66・1089）へ。

　同日、６時 30 分に福井県で発生した地震
により関西電力株式会社高浜発電所で事故が
発生し放射性物質が漏えいしたことを想定。
　市内全域に緊急速報メールやまいづるメー
ル配信サービスにより避難情報などを配信す
るとともに、一部地域を対象とした防災行政
無線や広報車などによる情報伝達訓練や住民
避難訓練を実施します。

《 訓練の概要 》

▪住民避難訓練
　A ゾーン（松尾・杉山地区）、A-2 ゾーン（大
山・田井・成生・野原地区）の一部の住民の
皆さんに三段池公園（福知山市）までバスで
避難していただき、スクリーニング（放射性
物質による身体汚染の検査）を体験。
　また、B ～ F ゾーンでは警察官、消防団員、
消防職員、市職員により一部の避難時集結場
所（現地指揮本部）の開設・運用訓練とパト
ロール訓練を実施します（一部の消防団員は
三段池公園でスクリーニングを体験）。

▪情報伝達訓練
《携帯電話などへのメール配信訓練》
❖緊急速報メール（市内全域）
　NTT ドコモ、KDDI（au）、ソフトバンクの「緊
急速報メール」を活用し、事故の状況や避難
指示、屋内退避指示などを市内全域に配信。
❖まいづるメール配信サービス（防災情報登録者）
　事故の状況や避難指示、屋内退避指示など
を防災情報登録者に配信。
　（※登録方法は 28㌻を参照）

❖配信時間と内容（ゾーンは下図参照）

配信時間 内容
７時 40 分ごろ 　A・A-2 ゾーンは避難準備

８時 40 分ごろ
　A・A-2 ゾーンは避難開始
　B ～ F ゾーンは屋内退避

９時 10 分ごろ 　B ～ F ゾーンは避難開始
※実際の事故発生時はゾーンごとに段階的に避難指示が出ることが予
想されますが、今回は訓練のため、まとめて避難指示を出します。

住民避難訓練のイメージ（A・A-2 ゾーン） 

《その他の情報伝達訓練》
　A・A-2 ゾーンを対象に防災行政無線や広
報車・各消防団による巡回で避難情報などを
お知らせする情報伝達訓練を実施。

※ご自分の地域のゾーンや避難時集結場所は、昨年６月に全戸配布した避難カードでご確認
ください。市ホームページでも閲覧可。ご不明な場合はお問い合わせを。
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